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「藍
らんじゅほうしょう
綬褒章」市長報告

地域防災の一助を担う
　春の褒章として藍綬褒章
を受けた伊賀市消防団副団
長の福原敏昭さんが、5 月
11 日、 市 役 所 応 接 室 で、
藍綬章記と褒章を持参し、
内保市長に授章を報告しま
した。
　福原さんは、昭和 54 年
４月に旧伊賀町の消防団に
入団し、平成 16 年４月か
らは伊賀町消防団団長とし
て、市町村合併以降は伊賀

市消防団副団長として団をまとめました。訓練を含め
た出動回数は、平成４年からの 20 年で通算 1,240 回
に及ぶということです。
　福原さんは、今回の授章について、「消防団の活動を
通じて、命の尊さを感じています。褒章をいただいた
のは周囲の皆さんのおかげであり、今後も地域の住民
や、団員の命を守り、地域の防災に役立てるよう精進
したい。」と話しました。

情報交流ひろば

【問い合わせ】　甲賀市広報課　☎ 0748-65-0675 【問い合わせ】　亀山市広報秘書室　☎0595-84-5022

甲賀市甲賀市 亀山市亀山市

となりまち　いが· こうか · かめやま

　甲賀市では桜の名所として知
られるうぐい川ですが、梅雨の
ころには蛍の名所となります。
　ピーク時には 100 ～ 200 匹
の蛍が川面に映え、河

か じ か

鹿の鳴き
声や、静かな川のせせらぎが幻

想的な雰囲気を演出します。見ごろは現在の気候
では６月下旬になると思われます。（気候などによっ
て大きく変わることがあります。）
　地元の方々が大切に守り育てた蛍の光で、ここ
ろ癒されてみませんか。
【ところ】　甲賀市土山町鮎河
【アクセス】　土山地域市民センターのある交差点
を北へ道なりに約 10 キロ進み、青土ダムを超え
た鮎河集落内のガソリンスタンド付近。
※見ごろの時期など詳しくはお問い合わせください。
【問い合わせ】　甲賀市 鮎河地域市民センター
　☎ 0748-69-0204

のどかな田園風景
～坂本棚田～

地域で育む幻想スポット
～ホタルの水辺 うぐい川～

　野
の の ぼ り

登山の山麓
ろ く

約 23ha に約 440 枚の水田が広が
る坂本棚田。戦国時代に開墾されたものといわれ、
のり面が石積みの珍しい棚田です。
　近くの坂本農村公園には展望台があり、美しい
のどかな田園風景を一望することができます。
　平成 11 年には「日本の棚田百選」に選ばれ、
地元の人たちによって、この美しい景観が守り続
けられています。
【ところ】　亀山市安坂山町
【アクセス】
　東名阪自動車道亀
山 IC か ら 約 20 分

（亀山 IC →国道 1 号
→県道 302 号）
【問い合わせ】
　亀山市環境・産業
部農政室
　☎0595-84-5082

青山みんなのおはなしの会
絵本の世界へひとっとび

　５月８日、青山小学校で「青山みんなのおはなし会」
を開催しました。これは、本の楽しさを子どもたちに
もっと知ってもらいたいと、青山公民館が青山小学校
の児童を対象に行っている絵本の読み聞かせ会です。
毎月２～３回、授業の合間の 20 分の休み時間を利用し
て、図書室で読み聞かせを行っています。
　絵本は、職員が子どもたちの反応を見ながら選び、
今回は、伊豆に伝わる民話「おにのよめさん」と、木
の上で昼寝をするカエルといろいろな動物たちのお話

「カエルくんのおひるね」の２冊を読み聞かせました。
　休み時間になると、学年もさまざまな 20 人ほどの子
どもたちが元気よく図書室に集まりました。読み聞か
せが始まると子ど
もたちは真剣な表
情を見せ、感情豊
かな語りと想像力
をかきたてる絵に
よって、絵本の世
界に入り込んでい
る様子でした。
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総合サービスINAX

スタンプアート教室
創造力を発揮して

　５月 20 日、ハイ
トピア伊賀の生涯学
習センターで、生涯
学習センターオープ
ン記念 親子でふれ
るアートの世界「ス

タンプアート教室」を開きました。
　これは、５月 13 日から 27 日まで生涯学習センター
ギャラリーで開催した「廣重明作品展」に合わせて行っ
たものです。講師の廣重さんは伊賀在住の版画家で、
この日は、木切れや竹など、どこにでもありそうな材
料に墨汁をつけてスタンプとして利用する方法を紹介
しました。
　廣重さんは「どのように作ろうかと頭で考えるので
はなく、実際に手を動かして、紙が真っ黒にな
るぐらいスタンプを押してみてください。きっ
と楽しい作品が生まれてくると思います」と話
しました。
　この教室は午前の部、午後の部と２回開催し、合わ
せて 35 人の子どもが参加しました。

余野公園つつじ祭
満開のツツジに魅せられて
　 ５ 月 13 日、
余野公園つつじ
祭が開かれまし
た。この祭は、
ツツジが咲く季
節に合わせて毎
年開かれている
もので、今年で
25 回目となり
ました。
　広場では、オー
プニングイベントとして都

つ み え
美恵太鼓が五穀豊穣を願う

踊りと太鼓の演奏をしました。
　余野公園保勝会会長の岡島久司さんと、内保市長の

あいさつのあと、わいわい 3B
ファミリーが元気なダンスを披
露し、ふるさと音頭保存会によ

る踊り、踊乱勢とフルーツバスケット
Jr. によるダンス、いがまちマジック
クラブによるマジックの披露などが
会場を盛り上げました。
　会場には、地元地区などによるたく
さんの屋台が並び、焼き鳥やフラン
クフルト、焼きそばなどが販売され
ました。この日は、市内外から、約

18,000 人が訪れ、つつじ祭と満開のツツジを楽しんで
いる様子でした。


